
★ 高速道路の整備と鉄道の高速化を進め、その相乗効果や定期航路の拡充等により、境港等を西日本か
ら北東アジアへのゲートウェイ(玄関口)・物流拠点とし、国内や環日本海諸国、アジア諸国などとの間
での経済活動が活性化することを目指します。

★ 大学等による優秀な人材の育成・輩出を目指します。
電子・電機・液晶関連産業等や、食品・健康科学（バイオ関連）産業、環境産業、医療機器産業など
の次世代産業分野の集積を進めます。
県内工業団地を新たに整備し県内企業の新規立地を進めます。
総合的デザイン力を活かして商品提案型・市場志向型企業への転換を図るデザイン戦略や知的財産を
活かしたビジネスモデル（ビジネス手法）の展開等を図り、儲かる産業への脱皮を目指します。
中小企業に対するサポート体制の整備等を進め、中小企業の活性化を目指します。

★ 就業を希望する方が必要な技術を身に付けるための環境整備等を進め、県内で就業する方の増加を目
指します。県外からの就職者の増加も図ります。
就業困難者に対する就業支援など、就業希望者を就業に結び付ける体制の整備を進め、就業する方の
増加を目指します。

★ 東京に限らず、大阪、名古屋等において情報を効果的に発信するほか、「食」をキーワードとした取
組を全県で進め、本県の農林水産物等の美味安全安心ブランドが国内外から高く評価されることを目
指します。販売戦略を強化するなど、本県の農林水産物が国内外で有利販売されることを目指しま
す。「食」が本県の文化として定着することを目指します。

★ 地域資源を活かし、他地域と差別化された着地型観光が進展・定着することを目指します。本県でし
か味わえない地域の魅力づくりを進めます。

★ 環日本海地域を中心に、多様な分野でグローバルな幅広い交流が発展することを目指します。

Ⅰ 【ひらく】　地域で・県外で・国外で新時代に向かって
　　　　　　　　　　扉をひらく

目指す将来の姿

● 大交流時代を切り拓く 北東アジアゲートウエイ
・ＤＢＳフェリーの就航 ／鳥取空港 5便化／米子空港 6便化 機材大型化／スカイマーク就航
クルーズ船入港増加

● 下請け体質から高付加価値産業への転換
・｢鳥取県産業振興条例」の制定 （ H23.12 ）
・経営革新計画承認件数 507件 H11～25年度（目標 440件(H11～H30年度までの累計)）
・企業立地件数 229件 H20～H25年度（目標 150件 H30年度までの累計 ）

●「食のみやこ鳥取県」の推進
・鳥取県ふるさと認証食品の認証数 483件 H3～25年度（目標 500件(H30年度末)）
・鳥取オリジナル品種、こだわりの農産物の生産拡大（新甘泉、輝太郎、オレイン55、鳥取地どりピヨ）
・県内木材生産量 順調 214千ｍ3 H25年度 （目標 250千ｍ3(H30年度)）
・新規就農者数 649人（H21～H25年度 ），林業就業者数 254人（H21～H25年度 ）

● 観光による「ようこそ、ようこそ鳥取県」の実現
・｢ようこそようこそ鳥取県観光振興条例｣ の制定（H21.7）
・観光客入込客数 10,909 千人 H25年（ 目標 10,000 千人(H30年度)）
・県内宿泊者数 273 万人 H25年（ 目標 200 万人(H30年度)）
・外国人宿泊者数 36,910 人 H25年（ 目標 30,000 人 (H30年度)）
・近畿からの観光入込客数の増加 （ H20年:195万人 ⇒ H24年:344万人 ）
・山陰海岸の世界ジオパーク認定（H22 ）

主な成果（参考）

－ 1－ ひらく



① 高速道路の整備と鉄道の利便性の向上の相乗効果、定期航路の拡充等により、近畿圏域や環日本海諸
国・アジア諸国などとの交通の便を強化し、新たな市場開拓を進めるほか、新たな産業の立地を促進
します。

② 近畿圏域に近い特性を活かし、近畿圏域や他県と連携して、広域観光を展開したり、海外での見本市
開催や事業展開を図るなど、県外・国外に打って出ます。

③ 北東アジア諸国との距離感など地理的優位性を背景に、米子空港の２,500メートル化、定期航路・航
空路の拡充等により、国際経済交流を促進します。
境港の機能整備等を進め、環日本海諸国との・貿易・物流の西日本における主要な拠点・ゲートウェ
イ（玄関口）とし、新たな産業の立地を促進します。また、物流の効率化により県内産業の競争力を
強化し、貿易量を増大させ、「北東アジアゲートウェイ構想」を実現します。
更に、世界各地を結ぶ新規航路の開設についても取組を進めます。

④ 県内企業の海外進出により、販路拡大を促進します。海外企業との連携により、海外企業の県内立地
の進展を目指します。

⑤ 県内企業の経営戦略としてのマーケティング戦略策定や情報通信技術の活用等を促進し、県内外・海
外市場での顧客の獲得を目指します。

① 中小企業をしっかりサポートし、元気企業の集積を目指します。ベンチャー企業や既存企業への経営
支援体制の充実及び金融制度・技術支援体制の強化により、企業が発展する環境を整備し、企業体質
を強化します。県内技術を生かした新開発製品を行政が試行的に使用することなど、県内企業の活動
を支援します。

② 電子・電機・液晶関連産業、自動車部品関連産業や、食品・健康科学（バイオ関連）、環境産業、医
療機器産業など次世代産業分野の集積を促進します。
優秀な人材育成と相まって、地域内で拡大再生産ができる土壌を形成します。

③ 県内企業の増設と県内外企業の新規立地を促進します。鳥取自動車道開通のメリットを活かせるよ
う、県内工業団地の整備を促進します。

④ 産業デザインを活用した経営戦略の構築や知的財産を産業に活かす事業活動等を通じて、総合的デザ
イン力を活かして商品提案型・市場志向型企業への転換を図るデザイン戦略や知的財産を活かしたビ
ジネスモデル（ビジネス手法）を展開します。「情報の内容」に関する産業であるコンテンツ産業な
ど、アニメ、ゲーム、音楽、コミック等に係る著作権等に着目・活用したビジネスモデル（ビジネス
手法）を展開します。

⑤ 高度な専門性を持つ人材の育成と相まって、県内製造業等の高付加価値化を進め、マザー工場（研究
開発部門と一体化して新商品や高付加価値製品の試作・開発が可能な工場）への転換や新規立地を促
進します。

⑥ 社会資本形成のほか、災害対応、除雪等の際の地域貢献も大きい建設業等の優れた技術力と人材を守
り育てるとともに、新分野への進出に対し農商工観（農林水産業、商工業及び観光業の各分野）が連
携し、必要に応じてフォローアップ（手当）するなど、県内産業構造の転換に対応した新分野進出を
支援します。

⑦ 産業界、大学等、金融機関及び公共機関によるいわゆる「産学金官」が連携し、県内産業の活性化を
支える高度な知識・技術・能力を持った人材を育成・確保します。
また、若者が起業などにチャレンジしやすい環境を官民連携で創出します。

⑧ 高等教育機関・専門高校と地域産業界が協働・連携し、鳥取のものづくりを支える将来の専門的職業
人及び地域産業界のニーズに応じた職業人を育成します。液晶や情報通信システムに対応できる高度
な知識・技術を持つ人材を創出します。

（１） 人、物、情報の 「大交流時代」 を切り拓く～「北東アジアゲートウエイ構想」

（２） 下請体質から「高付加価値で打って出る産業」へ転換し、新たなステージへチャレンジ
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① 国策として産業集積度の低い地域への国内産業の移転を促進し地域間格差の是正を図る産業再配置、
企業立地促進等により、雇用の場を創出し、有効求人倍率の１．０以上への上昇を目指します。

② 地域産業のニーズを踏まえて産業人材育成センターのあり方を抜本的に見直し、ポリテクセンター
（独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構所管）と一体となった職業訓練を行い、県内産業を
支える産業人材を育成するとともに、職業能力開発を行い、県民の就業支援を推進します。

③ 若者仕事ぷらざ、若者サポートステーション、就業支援員、障害者就業・生活支援センター等による
きめ細かい就業支援により、若者、中高年者、障がいのある方等の就業困難者の就業機会を確保しま
す。
地域のネットワークを活かした在宅就労を含む障がいのある方の就業支援を進め、県、市町村、民間
企業のそれぞれにおける法定雇用率達成を推進します。

④ ＩJUターン希望者への情報提供や相談窓口の充実等により、就業環境を整備します。

⑤ 経済界・労働界や、福祉・子育て関係機関、地域等と行政が一体となってワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）や男女共同参画が可能な環境を整備するとともに、子育て支援を進めます。経
済界・労働界や関係機関が一体となって、ワークルール（働き方・雇い方のルール）を守る雇用環境
を整備するほか、障がいのある方や高齢の方の就業機会の確保を図ります。

① 高速交通体系の整備等により、県内の新鮮な農林水産物が新鮮な状態で県内外に流通し、その農林水
産物、加工品等を求めて県外からの買物客が増加する「食のみやこ」を目指します。

② 素材が良く、安全安心で、美味しい農林水産物、加工品など、本県の食の魅力を県内外に発信しま
す。東京のアンテナショップに加え、大阪、名古屋、福岡等における情報発信機能を強化します。ふ
るさと認証食品を増加させます。

③ 本県の食が健康、安全、観光等と結び付き、一つの「文化」として定着させる取組を推進します。併
せて、「食」を、鳥取県で生活・事業展開する際のキーワードとし、様々な場面で本県の食に着目
し、食にこだわった事業展開等を進めます。

④ 安全安心で美味しい鳥取の農産物や、これを原料として県内で加工された様々な加工食品が、国外に輸出さ
れ、収益の拡大やブランド化など知名度の向上にもつながるよう、農産物や加工食品の輸出拡大の取組を進
めます。

⑤ 安全で美味しい地域の農産物・食品を安心して供給する地産地消を進めることはもとより、本県の豊
かな農林水産物を単に食材としてとらえるだけでなく、「食」を、健全な心と体を育み、いきいきと
して豊かな暮らしを実現する「源」としてとらえ、地域の食材を使った、家庭や学校給食等における
「美味しい食」「あたたかい食」「楽しい食」を通じ、健康づくり・人づくり・地域づくりを行い、
また、地域の農業と関連産業も活性化するよう、「食」をキーワードとした運動を全県で展開しま
す。

⑥ 年間を通じて切れ目なく本県のいろいろな農産物を出荷するとともに、鳥取オリジナル品種、こだわ
りのある農産物等（二十世紀梨につながるリレー出荷（連続的な出荷）が可能な梨新品種の導入によ
る鳥取梨のシリーズ化等）を育成・普及します。隣県・近県と連携して「地域連携ブランド」(大山・
中海圏域等)を打ち出すなど、地域の特性を生かした特産品創出・ブランド化を推進します。

（３） 就職を希望する人が県内で「いきいきと働ける就業環境」 を整備

（４） 素材が良く、安全安心で美味しい食の魅力を提供する 「食のみやこ鳥取県」の推進と、
      それにふさわしい農林水産業
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⑦ 水田の有効活用の視点から新規作物の導入や米を活用した加工品等の生産を促進するとともに、消費
者のニーズにマッチした安全で安心な食材の供給拡大を目指し、県と農家とが連携して有機農産物、
特別栽培農産物（農薬や化学肥料を削減するなど一定の要件を満たした方法により生産された農産
物）等の独自の生産技術を開発し、普及を促進します。また、地域の実情に応じ、効果が高く、安価
で省力的な鳥獣被害防止対策を普及定着させ、農作物等の安全安心を推進します。

⑧ 県産椎茸のより一層の品質向上を進め、県産椎茸のブランド化や生産拡大・有利販売を目指します。
育種改良や飼養技術の向上等により、「鳥取和牛」「大山ルビー」「鳥取地どりピヨ」など、おいし
い鳥取ブランドを形成します。子牛・肉牛の出荷頭数の増加や高価格販売により「和牛王国鳥取」の
復活を目指します。県内産の自給粗飼料を給与し、生産・加工を県内で行い、安全で安心な付加価値
の高い牛乳を生産します。

⑨ 本県の特徴である多様な農林水産物の生産に対応した生産基盤の整備を促進します。
また、高品質な県内農産物の生産・加工を通じた輸出拡大や、食品加工産業への県内農林水産品の供
給拡大、新品種や機能性食品など付加価値の高い新商品開発を通じた、農林水産物供給・加工の一大
生産・供給拠点を目指すフードバレーの取組を推進し、農家所得の向上を目指します。

⑩ 退職された団塊世代の方、ＩJUターンされた方等も含め、認定農業者、新規就農者、集落営農組織、
農外からの企業参入など多様な経営主体の育成・確保を推進します。

⑪ 地域の農業者等による耕作放棄地解消に向けた取組（農業者等への集積、市民農園等としての活用、
広葉樹等の植栽等）の進展を図ります。

⑫ 低コスト林業（団地化、機械化及び高密路網整備による低コスト林業団地の形成等）の普及定着によ
り収益性を向上させ素材生産の拡大を図るとともに、必要な林業担い手を確保し活力あふれる林業経
営を展開します。
公共施設での県産材使用を推進するとともに、県産材の品質向上によるブランド化、販路開拓等によ
り県産製材品の需要の拡大を図ります。

⑬ 漁業資源の適正な管理、漁場環境の改善等により水産資源・豊かな漁場環境を維持し、資源を持続的
に利用します。省エネ型漁業の推進や新たな漁法の導入等により、活力ある漁村づくりを進めます。
高鮮度化や市場の衛生管理強化、流通チャンネルの多様化、新たな特産魚種の育成・普及等を行い、
差別化によるブランド化を進め、日本海の幸を供給する強い産地と豊かな漁場をつくります。

①  「もてなしの意識向上」県民運動により、県民が「もてなし」の意識を向上させ、観光に参画するこ
とを推進します。

② 旅行会社等と連携しながら、全県的に地域資源を活かした着地型観光メニューの充実・情報発信を図
り、本県の観光の魅力・知名度を向上させます。

③ 地域自らが、自然、温泉、歴史、食、文化、人物等に着目し、知恵と力を結集させて地域資源を磨
き、行政がその取組内容に応じたサポートをしていきます。県は、各市町村等と連携し、着地型観光
メニューを含め、県内各地域の観光商品等のネットワーク化を図ります。いわゆる「御当地検定」な
ど、地域資源に関する知識を深めるとともに、情報発信につながる取組を推進します。

④ 本県が、新たな分野である映画ロケ地やマンガ・アニメの王国として認知される取組を進め、それぞ
れのファンの来訪の増加を目指します。

⑤ 鳥取・米子両空港、県内外の鉄道及び高速道路ネットワークを活用し、近隣県の観光資源と連携した
周遊ルートの造成や、マンガ関係施設を巡る旅行等のテーマを設定した広域的な周遊ルートの造成等
により、観光客の増加を目指します。

⑥ 三徳山の世界遺産登録、山陰海岸の世界ジオパークネットワーク加盟等により、鳥取県と周辺地域
（関西、中四国等）を周遊する観光客の増加を目指します。

（５） 観光による 「ようこそ、ようこそ鳥取県」の実現
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⑦ 鳥取自動車道の開通と、ＪＲ・智頭急行等の利便性向上との相乗効果により近畿圏域及び山陽方面、
更には名古屋方面からの観光客が全体として増えるよう、キャンペーン等のソフト面、特急の増便、
鉄道を活用した新たな旅の創造などについて、行政、ＪＲのほか旅行会社等の関係機関が協力・提携し
て観光客誘致活動への取組を進めます。

⑧ 米子－ソウル便の利便性の向上、国際チャーター便（貸切りの国際航空便）の増加、定期航路の充実
等により、東アジアを中心とした海外観光客の増加を目指します。本物の日本が感じられる国際的な
保養地としての評価の定着を目指します。

⑨ 本県の自然、温泉、食の魅力等により、農林漁業体験やその地域の自然・文化に触れ交流を楽しむグ
リーンツーリズム、エコツーリズム、スポーツツーリズムなどのニューツーリズムや、滞在型の観光客の増
加を目指します。また、経済波及効果の大きい大規模な催し、会議等の誘致も促進します。

⑩ 県民の生活を豊かにし、本県のアイデンティティ（独自性・帰属意識）ともなっている民工芸品を更
に振興し、観光資源としての活用を推進します。

① 双方がお互いの国のことをよく理解し、信頼関係を構築・強化して、地域づくり、人材育成等につな
がるような、奥が深く、継続性のある交流を推進します。

② 境港、米子空港等をアジア諸国との交流の拠点とし、環日本海地域を中心として、経済・ビジネス活
動、文化、青少年、地域活動、スポーツ、研究、大学等の多様な分野でグローバルな幅広い交流を推
進します。交流する地域の状況に応じ、双方にメリットのある交流を進めます。

③ 北東アジア地域国際交流・協力地方政府サミットなど、広域的な地域間の交流を推進します。

④ 北東アジア地域と連携して、環日本海地域における環境問題の課題解決に向けた取組を推進します。

⑤ ブラジルとの交流について、若い世代を中心とした交流活動の実施を通じて次代の交流活動を担う人
材を育て、ブラジル県人会と母県との民間交流の活性化を図ります。

⑥ 台湾台中市と、官民様々なネットワークを活用し、幅広い分野での交流を支援・推進します。この他
にも、アメリカバーモント州等との戦略的交流を促進します。

（６） 活気あふれる「海外との交流」

－ 5－ ひらく


